
 

 

フラワーバスにこども運転席が新設されました 

 先日、さくら連絡網でもお伝えしましたが、フラワーバス（株）が、山武市と九十九里町内を循環する「海

岸線」で、「こども運転席」を新設したバスの運行を始めました。「こども運転席」とは、前方カメラのリアル

タイム映像をモニター画面に映し出すことで、誰もが「バス運転士」気分になれるシートで、ハンドルやスイ

ッチもついています。 

 「こども運転席」の誕生のきっかけは、昨年度の当時２年生だった、髙梨 吏句さん、末吉 のぞみさん、

石  由梨奈さん、保髙 朝陽さんの４名が山武市役所で職場体験学習を行った際、山武市の公共交通

について、もっと利用してもらうにはどのようなことをすれば良いかを考え、山武市にプレゼンテーションを

したことから始まりました。４人が考えたアイディアの 1つにバスの運転席にそっくりな運転席を隣につくり

運転手の体験ができるようにすれば、集客が見込めるのではないかというものでした。このアイディアを

山武市が採用し、フラワーバス（株）と共同で実現に至りました。 

 自分たちが住んでいるふるさとを、もっと良くしていきたいという生徒の願いが、いろいろな人たちの協

力で実現したとても素晴らしい出来事でした。このことは多くのメディアにも取り上げられました。山武市の

地域活性に本校の生徒が関わったことはとても誇りに思います。 
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生徒会ボランティア活動 

 ５月２日（木） 生徒会の皆さんが自治的な活動として、自ら企画し全校生徒に呼びかけ、１年生の昇降

口から自転車置場にかけて除草作業を行いました。参加してくれた生徒は４８名でした。 

 自ら進んで参加し、勇んで作業する姿がとても立派でした。 

  

  

相談窓口について 

 成東中学校内には、『いじめ相談窓口』と『セクハラ相談窓口』を設置しています。生徒の皆さんが安心

して生活できるように、何かあったらすぐに対応をできるようにしています。また、職員室の前と相談室の

前にそれぞれ相談箱を設置しています。この相談箱はカギがかかっており、職員室前の相談箱は峰教頭

が、相談室前の相談箱は篠田カウンセラーと小池心の教室相談員がそれぞれの相談箱の中を定期的に

確認しています。他の職員が相談箱のカギをあけることはありません。生徒のみなさん、保護者の皆さ

ん、学校のことなどで心配なこと、つらいこと等ありましたらお気軽にご相談ください。（もちろん、担任など

窓口以外の職員に相談してもらっても大丈夫です。） 

 

『いじめ相談窓口』 

担当： 峰教頭， 小川養護教諭， 芹川講師， 齋藤教諭， 柴﨑教諭 

     篠田スクールカウンセラー， 小池心の教室相談員 

『セクハラ相談窓口』 

担当： 峰教頭， 小川養護教諭， 根本教諭 

篠田スクールカウンセラー， 小池心の教室相談員 

相談箱  


